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フランスにおける日本美術史研究の起源と
　　　　　　　発展についての一考察

ロール・シュワルツ＝アレナレス＊

　「フランスにおける日本美術史研究」という

テーマは非常に大きく、多様な問題を孕んでい

るが、19世紀後半から発達したフランスにおけ

る美術史研究の誕生が、東洋の文化・言語の研

究に関するフランスの豊かな伝統と、西洋へ向

かって開かれ始めた日本の美術品や絵画との出

会いによってもたらされたものであるというこ

とに、特に着目したい。事実、日本学の他の分

野と違い、「美術史研究」という分野において

は、文献などの研究のほか、美術作品そのもの

を観察する目を鍛錬することが重要となってく

る。

　ところで、フランスが日本美術史研究の分野

に決定的なてこ入れをはじめていた初期の頃か

ら、文学作品、翻訳、社会学、歴史学、哲学、

民俗学、図像研究や仏教研究といった分野で、

フランスの日本学者たちはその研究の豊かさ、

新しさにおいて他より秀でていたが、日本美術、

特に古い時代の美術は、一般的ないくつかの作

品や、展覧会の目録、専門的な研究を除いて、

フランスでは非常に稀な研究対象にすぎなかっ

た。

　そこでまず、フランスにおける日本学の3人

の先駆者の活躍を見ながら、とりわけこの国の

美術史の起源とその存在条件に着目しつつ、そ

の発展の理由を理解し、フランスにおけるこの

分野の新たな飛躍をもたらし得る、新しいアプ

ローチを探りたいと思う。

＊お茶の水女子大学比較日本学センター助教授

In「日本学」まだ存在しなかった時代

　まず最初に、一般的にフランスにおける日本

学は、世界の中で最も早くから存在していたが、

フランスの東洋研究の歴史においては、随分後

になってからしか確立されなかったということ

を思い出したい。19世紀末以前には日本学はま

だ生まれていなかったが、中近東の言語や東洋

文化に対する関心は、17世紀に最初の教育機関

が出現しているという事実が示す通り、もっと

早くからヨーロッパやフランスに存在していた。

　実際、東洋文化研究に関するフランスの最初

の先駆者は、かなり昔に遡る。16世紀、フラン

ソワ1世（Frangois　1）はギョーム・ビュデ（Guil－

laume・Bud6）に勧められ、とりわけ古典と東洋

諸言語の教育を目的として、現在のコレー

ジュ・ド・フランスの前身である王立学院

（College　Royal）の設立を創案する。

　次の世紀になると、1669年に、東洋の領土、

特にオスマン帝国におけるフランスの勢力拡大

を第1の目的としていた宰相コルベール（Col－

bert）は、東洋の言語を学ばせるための最初の

学校を設立した。実際、フランスがオスマン帝

国とペルシャ帝国内の様々な国との間に築いて

いた外交的、商業的関係上、当時レヴァント地

方で使われていた三つの言葉、すなわちトルコ

語、アラブ語、ペルシャ語を使いこなせる、通

称“drogman”（通訳官）と呼ばれる官吏は、

大使館などでの通訳のために必要と考えられて

いた。
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　続いて1700年、ルイ14世は、東洋の12人の若

いキリスト教者を招き、パリのLouis　le　Grand

学院で学ばせるよう命令を発する。この措置は

思ったような成果を出せず、オルレアン公フィ

リップ（Philippe　d’Orl6ans）は1721年、レヴァ

ントのdrogmanや交渉人の息子の中から10人

の見習い通訳を募り、Louis　le　Grand学院附属

の若者のための語学学校（“Ecole　des　jeunes　de

Langues”）で学ばせた後、イスタンブールに送

ることを決めた。このように18世紀初頭のパリ

には、東洋と西洋の若者のための、真の交流機

関が存在したと言える。

　しかしながら、1795年3月30日の勅令によっ

て設立された、現在のフランス国立東洋言語文

化研究所の前身である東洋言語学校の創立を先

導したのは、王立学院で学問を終えたルイ＝ラ

ングレス（Louis　Langles）であった。最初の条

項では、「死んだ」言語ではなく「生きた」言

語、つまり政治的、商業的交流に有用な言語を

教育することを目的とした。それらの言語とは、

トルコ語、トルコ＝タタール語、ペルシャ語、

マライ語であった。学校の設立者にとっては、

中国語や日本語はまだ実用的な教育の対象にな

るほどまでに、十分研究なされていなかった。

　こうして19世紀の始めになると、パリは二つ

の学校を擁し、ヨーロッパにおける東洋研究の

まさに中心地となる。それぞれ相互に補完的な

二つの役割をもったこの二つの学校とは、上述

したように1795年に設立され、商業的、外交的

交流を目的とする東洋の「生きた」言語を専門

とする東洋現代語学校（Ecole　sp6ciale　des

Langues　orientales　vivantes）と、ヘブライ語、

カルデラ語、シリア語、アラブ語、トルコ語、

ペルシャ語、中国語、満州語などによる文学の

教育を目的とするフランス王立学院（Coll6ge

Royal　de　France）であった。

皿．日本美術史研究の誕生

A、ジャポニズムの背景

　少しテーマから逸れたが、まだ日本学者が現

れる前のこうしたフランスの豊かな東洋研究の

歴史は、19世紀後半から始まったフランスにお

ける日本学の誕生、そしてその急激な飛躍を裏

付けている。こうした歴史の歩みの中で、東洋

の言語の教育に捧げられた安定した制度、そし

て、活発な学会（soci6t6s　savantes）こそ、最初

に登場する日本学者たちが、知識の交流や発信

に都合の良い環境の中で躍進することを可能に

したのである。

　フランスにおいて日本学が急速に発展した二

つ目の要因として、もちろん日本の「開国」が

挙げられる。16世紀から17世紀の間に、フラン

ス側からはイエズス会の宣教師たち、そして日

本側からは1617年に伊達政宗がヨーロッパへ派

遣した支倉常長によって、日本とフランスの最

初の交流がなされたが、こうした断続的な接触

ののちに、安定した深い本物の関係が築かれる

までには、1858年のグロ男爵（Baron　Gros）に

よる友好条約と通商条約の調印を待たなければ

ならない。

　エジプトに遠征したナポレオン軍が、フラン

スにおいてエジプトの言語や美術に対する熱烈

な関心を引き起こしたように、その1世紀後の

19世紀後半、江戸時代末期と明治時代初期の日

本にいたフランス人は、フランス国内において

日本の文化、特に芸術に対する好奇心を、少し

ずつ引き起こしていった。

　19世紀末、フランスがその東洋研究の学校に

おいて、日本研究を本格的に始めようとしてい

た時、日本の方でも同じく、周知のように開国

によって、フランスに対しても新しい行動を取

り始める。19世紀末期の日本は、産業や軍の近

代化へ向けてフランス人の技術者を呼び、また

教師や科学者らも、彼らの知識や技能を伝授す
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るよう招聰された。また1808年にはフランス語

教育が長崎で始まり、1850年には最初のフラン

ス語の辞書が登場した。余談になるが、昨年大

成功を納めた米映画「ラスト・サムライ」は、

1867年、幕府軍の再生という任務を負った使節

団から日本へ送られた、フランス人の若く才能

溢れた将校、またアマチュアのデッサン画家で

もあったジュール・ブルネが、実はモデルと

なっていることを記しておきたい。

　また、このテーマにとっての重要な出来事と

して、1867年のパリ万博への日本の最初の参加

が筆頭に挙げられる。そこで紹介された作品は、

量、質ともに、フランス人に驚嘆をもって迎え

られ、新しい芸術の到来を突如として告げるも

のとなる。これがジャポニズムの始まりとなり、

その後文学や芸術という広大な分野に深く浸透

し、日本とフランスの関係を強めていく。

　さて、フランス、そしてヨーロッパにおける

日本学の発展へ向けて、様々な点で道が切り開

かれた時期で、少し立ち止まることにする。も

ちろんここでは、19世紀後半、知識人社会や芸

術家たちのサークルにおいて、本日のテーマで

ある日本学という分野の歴史に決定的な飛躍を

もたらした人物たちの活動、功績の全てを紹介

することはできない。15年ほどまえからフラン

ス、日本において行われている、エマニュエル・

トロンコワ（Emmanuel　Tronquois）、オーギユ

スト・レスエフ（Auguste　Lesouef）、エドモン・

ド・ゴンクール（Edmont　de　Goncourt）、ジーク

フリート・ビング（Siegfried　Bing）、アンリ・

チェルヌスキ（Henri　Cemuschi）、テオドール・

デュレ（Th60dore　Duret）、フィリップ・ビュル

テイ（Philippe　Burty）、ジョルジュ・クレマン

ソー（Georges　Cl6menceau）、ラファエル・コラ

ン（Raphael　Collin）といった美術品蒐集家、

学者、画家、作家、政治家、日本文化研究者の

役割についての貴重な研究によって、フランス

における日本学の発展の元となった日仏の文化

フランスにおける日本学の3人のパイオニア

図1　レオン・ド・ロニー

図2　エミール・ギメ

　　　図3　ルイ・ゴンズ
（ルイ・ゴンズの甥の子供にあたる

フランソワ・ゴンズ氏所有の写真）
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交流の歴史と背景をより正確に把握することが

可能となったが、そのうち今日は導入として、

レオン・ド・ロニー（L60n　de　Rosny）、エミー

ル・ギメ（Emile　Guimet）、ルイ・ゴンズ（Louis

Gonse）の三人の人物を例に挙げ、彼らの行っ

た重要な活動に注目したい。（図1，2，3）

　20年の間に、当時の政治的、文化的な投資に

後押しされ、また多くの芸術愛好家、蒐集家、

実業家や、最初の万国展覧会の組織によって支

援され、また引き継がれ、この三人の人物は日

本美術に関する知識の真の道具をフランスにも

たらす。1863年には大学の講座や日本文化普及

のための多くの学会が、1879年には世界の宗教

美術のための美術館が、そして1883年には日本

美術史に関する最初の書物のひとつが、それぞ

れの人物によって創設、創作される。

　彼らそれぞれの仕事の重要性を評価しながら、

ここで、この創造に満ちた重要な時代の特徴や

その功績について注目し、現在の日本学にどの

ように継承され、どのような結果を残したかを

簡潔にまとめたい。

B．レオン・ド・ロニーと日本語教育

　日本美術史学の発展に必要な知識の道具とし

て重要なものの1つは、やはり書物、また口承

による日本文化全体の把握である。上述したよ

うに、現代語と古代語の教育に対するフランス

の関心とその長い経験、そして西洋に対する日

本の「開国」は、19世紀末フランスにおいて東

洋諸言語が鳴り響く中、そこに日本語を導入す

るのに適した環境をつくり出した。そこに一人

の先駆者、北フランスのリール郊外出身の若い

知識人、レオン・ド・ロニーの出現が、日本語

教育の開花を決定的なものにする。

　読書好きの家庭に生まれ、父親はその時代に

は珍しく、日本や中国の書物を備えた立派な図

書館を所有していた。彼が生まれた1837年頃は、

フランスで手に入る数少ない日本についての資

料は、カトリックの宣教師からもたらされたも

のであった。また、エンゲルベルト・ケンペル

（Engelbert　Kaempfer）（1651－1716）や、カー

ル・ペーテル・ツユンベリー（Carl　Peter　Thun－

berg）（1743－1828）のような、長崎の出島に

滞在した医師らによる文書も手に入れることが

できた。こうした文書を知っていたロニーは、

それらがヨーロッパでは一番著名だとしつつも、

彼にはむしろ博学なドイッ人医師フィリップ・

フランツ・フォン・シーボルト（Philipp　Franz

von　Siebold）の科学的方法論を高く評価してお

り、彼の著作の方が気に入っていたようである。

　事実、当時まだ若干16歳のロニーが、日本の

鎖国時代に長崎の出島に数年滞在していた、収

集家でもあった博識なドイッ人医師シーボルト

とすでに交流を持っていたということが、1853

年に記されたある手紙によって知られている。

この手紙の中で、ロニーはシーボルトに対し、

彼の著作、特に［Biblioteca／aponica］を送って

欲しいと頼み、「数年前から日本語の勉強をし

ている」ことを明言している。

　こうした日本文化との最初の接触に刺激を受

け、レオン・ド・ロニーは1852年に帝国東洋言

語学校（Ecole　imp6riale　et　sp6ciale　des　langues　ori－

entales）に入学する。彼はいくつかの言語を学

んだが、1841年に開講された中国語に主に関心

を抱いていた。コレージュ・ド・フランスの教

授、Stanislas　Julien（スタニスラス・ジュリア

ン）のもと、ロニーは中国語をほぼ習得し、そ

のことが、のちに彼の日本語の独学を大いに助

けることになる。彼はまた、フランス東洋協会

（Soci6t6　orientale　de　France）と、アラブ語を専

門とする著名な東洋学者、シルベストル・ド・

サシー（Silvestre　de　Sacy）によって1822年に創

立されたアジア協会（Soci6t6　Asiatique）の会員

になる。この時代、日本学を発展させようとい

う機運はまだなく、アジア協会が柱としていた

以下のような信条を、ロニーと、そして彼に続
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く次の世代の日本学者たちも、日本語教育の上

での指標とした。

一文法の教科書と辞書を作成する

一世界中の専門家らと共同編纂する

一ヨーロッパに存在する写本を収集、複写する

一研究者に彼らの研究を発表する場を与える

一アジアに関する研究を民間に普及する

　1862年3月、最初の日本人外交使節団がパリ

に来る時、公式な通訳として立ち会うことに

なっていたロニーは、シーボルトの弟子である

ジョゼフ・ホフマン（Joseph　Hoffmann、1805

－1878）を随行させた。この人物は、ライデン

大学で、ヨーロッパでの最初の日本語教師と

なった人物であり、17、18世紀の日本仏教美術

の重要な図像的宝庫である『仏像図彙』をヨー

ロッパに紹介した人であった。この書物はエ

ミール・ギメがのちに自分のコレクションのた

めに参考することになる。スタニスラス・ジュ

リアン、シーボルト、ホフマンの3人は、ロニー

が1856年の彼の最初の著作、『日本語学習のた

めの序論（lntroduction　a　1’e’tude　de　la　langueノα一

ponaise）』の序文に書いているように、彼の日

本語研究の進展に大きな影響を及ぼした。しか

しここで忘れてはいけないのは、ロニーが日本

語の学習と教育のみに限らず、19世紀後半の著

名な博学者たちの普遍主義的な傾向をもつ多角

的なアプローチを取り入れ、日本の文化、宗教

をも理解しようと、その文献学的知識から絶え

ず汲み取り続け、またそれらに関する著作もい

くつか残しているということである。

　フランスへ最初の日本人使節団が来た後、彼

らのパリ滞在に際して協力したレオン・ド・ロ

ニーへの感謝として、1863年5月5日に、帝国

東洋言語学校で日本語の無料の公開講座が開か

れた。最初の日本語講座開講から5年たった

1868年5月24日、フランス政府は、明治維新の

後、日本の政治的状況が変化していることを受

けて、早速帝国東洋言語学校に日本語科を設け、

ロニーにこれを任せた。

　1872年、明治時代に入って始めての使節団が

日本政府によってアメリカとヨーロッパに派遣

された時、ロニーは“日本と西洋の学術協力”

を確立するため、アメリカ、ヨーロッパ、日本

の知識人の中からメンバーを募り、パリで最初

の国際東洋学者会議（Congres　intemational　des

Orientalistes）の開催準備に取りかかる。そし

て、30人ほどの日本人がメンバーに名を列ね、

日本使節団が帰った数日後の1873年9月1日、

ソルボンヌ大学において最初の会議が開催され

る。同じ年、会議の後に、日本、中国、タター

ル、インドネシア研究学会が立ち上げられ、1859

年にロニーによって設立された民俗誌学研究会

と共に、世界中の最も著名な蒐集家、学者、日

本学者、日本文化研究者をメンバーに有するこ

とになる。

　今日の国立東洋言語文化研究所（Institut　Na－

tional　des　Langues　et　Civilisations　Orientales）の

日本語・日本文化研究の創始者として、また、

世界中の研究者の間の真のネットワークを築い

た人物として、ロニーが残したものは、フラン

スにおける日本学の起源を探るうえで、非常に

重要なものとなっている。こうした創始的な仕

事により、モーリス・クーラン（Maurice　Cou－

rant）、ノエル・ペリ（Noel　P6ri）、ジョセブ・

ドートルメル　（Joseph　Dautremer）、シャルル・

ハーゲナウアー（Charles　Haguenauer）やルネ・

ジーファー（Ren6　Sieffert）、ベルナール・フラ

ンク　（Bemard　Frank）、ジャン＝ジャック・オ

リガス　（Jean－Jacques　Origas）そして現在の

彼らの大勢の弟子、教師、研究者、作家などが

中心となって、フランスにおける日本学が発展

したのである。こうした人たちは、新しい方法

論的アプローチを発展させ、日本語の受講者を

年々増やしてきた。フランスでは20年ほど前か
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ら、日本語、日本文化を教える学校や大学で学

ぶ学生の数は急増している。国立東洋言語学校

以外でも、パリ大学ジュスユ校、ストラスブー

ル、レンヌ、ボルド・・…、トゥールーズの大学な

どで、日本語・日本文化学科が大きく発達して

きている。そして、1990年、日本研究学会から

派生したフランス日本研究学会（SFEJ）も忘

れてはならない。この学会は、多分野にわたっ

て研究や出版を奨励し、国際シンポジウムを定

期的に開催している。

C．エミール・ギメと宗教博物館

　レオン・ド・ロニーがフランスに最初に導入

した日本語の知識が、日本美術史の進展に大き

く寄与したように、現在世界でもっとも重要な

東洋美術の美術館となっているエミール・ギメ

の博物館の創設は、美術品との直接の接触を可

能にしたという点で、この分野の発展の重要な

礎であるといえる。

　リヨン近郊の工場で生産される人工ウルトラ

マリンの開発者の息子として、エミール・ギメ

は24歳にして父親の仕事を引き継ぐように言わ

れる。家業の中心人物として、彼は革新的な方

法で、実家の工場を発展させることに成功する。

そして、尾本圭子氏、フランシス・マクワン氏

が著書『日本の開国　一エミール・ギメ、ある

フランス人の見た明治一』の中でも特筆してい

るように、工場労働者の育成や、彼らの精神生

活に対する配慮は、古い文化への関心を向ける、

大きなきっかけとなるのだが、ギメはそのこと

について1904年に次のように語っている。

「私は毎日接している労働者達に対する関

心から、人類の偉大な思想家達との接触を

夢中になって求めた。同時に、彼らの道徳

に関する理念について学んだことを、私の

周りにいる人々の役に立てたいと思うよう

になった。したがって、文字になったり、

あるいはものの形になっている資料を求め

る私の熱情には、より差し迫った、目に見

える目的、少しでも幸福の種を蒔きたいと

いう願望からくる、非常な興奮がありまし

た。」

　旅人、蒐集家、美術館創設者としての彼の才

能は、1865年、その時代の流行だったエジプト

旅行がきっかけとなって開花する。

　美術品蒐集を始めたギメは、すぐさま数々の

人類学や考古学の国際会議に出席し、アジア協

会の会員になる。彼は、1870年代の知識人たち

が、見たこともない国で調査を進めていること

に気付き、美術館創立25周年記念の際、次のよ

うに述べている。

「私が深く関心をもってきたような、古い

文明、あるいは異国の文明を真に理解しよ

うとするならば、自らの信仰を白紙にし、

教育や環境によって与えられたあらゆる固

定観念を捨て去らなければならない。孔子

の教えをよく捉えるには、中国文人の精神

をもつことが肝要であり、仏陀を理解する

には仏教的な魂をもたねばならない。書籍

や収集品のみを通じて、その境地に達する

ことが果たして可能であろうか。その時代

や風土、風俗や民族を理解し得たとしても、

それのみでは不十分である。その地に赴い

て、信仰している人にじかに接すること、

その人と話をすること、その人がどの様に

行動するかを知ることが、不可欠なのであ

る。」

　こうして、日本に1回も足を踏み入れること

なく、日本に関するかなり理論的知識を発展さ

せたロニーとは違い、ギメはこの国についての

知識を深め、日本に赴く。1876年のフィラデル
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フィア万国博覧会を訪れた後、そこで旅の道つ

れとなる画家、フェリックス・レガメー（F61ix

R6gamey）と落ち合い、横浜へ向けてサンフラ

ンシスコを出航する。

　ギメは文部省から、日本、中国、インドにお

いて、極東地域の宗教を調べるようにという、

1876年4月10日付けの告知文を携えていた。こ

の文書は、彼の旅行に公的な役割を与え、彼に

とって非常に好都合であった。日本滞在はギメ

にとって、人生における決定的な期間であり、

1878年と1880年に出版された全2巻の著書、『日

本散策（Les　promenades　japonaises）』に、旅の

印象が綴られている。

　旅行は計9週間しか続かなかったが、大臣に

宛てた報告書の中で、彼は「300以上の日本仏

教美術絵画、600の仏像、1000巻以上の書籍か

らなるコレクション」を集めたと言っており、

この旅行は見事な成果があったといえる。そし

て同じ報告書の中で、「相当な量の情報を私は

手に入れたので、関心のある全ての人に使用し

ていただけるようにしたいと思います」と述べ

ている。

　1878年の万国博覧会の際、日本から持ち帰っ

た美術作品の一部を、ギメは『極東の宗教』と

いう名のついた展示室で紹介する。予想を超え

る成功に勇気づけられ、ギメは世界中の宗教へ

捧げるリヨンの博物館の建設を早々と完成させ、

1879年に文部大臣によって開館される。しかし

1882年に、他の主要な学校の近くに身を置こう

と、パリへ美術館を移動させることに決める。

1889年11月、パリで万国博覧会の閉会のセレモ

ニーが行われていたとき、インド、中国、日本、

エジプト、ギリシャ、ローマ帝国のすべての神々

に捧げられたパリ・ギメ美術館が、共和国大統

領によって開かれた。

　この美術館は美術品のための美術館ではなく、

また中国興味　（シノアズリ）や日本趣味

　（ジャポネズリ）が流行した時代の異国趣味の

コレクションのひとつでもない、「思想の研究

所」である、というギメの有名な言葉がよく引

用される。世界の宗教、文明についての研究と

考察の中心ともいえるこの美術館の、建物の

ちょうど中央に位置する、美術品展示の場と同

じくらい重要な役割を担っている図書館は、そ

の数年後、オリエンタリズム関連でもっとも優

れた図書館のひとつとなるのである。

　“哲学の工場”と形容したこの場所で、ギメ

は出版と翻訳に関する壮大な方針を打ち出す。

まず『ギメ美術館年報（Annales・du・Muse’e

Guimet）』を創刊し、1914年には31のタイトル

を数えている。またそのほかにも、『入門叢書

（1αBibliotheque　de　vutgarisation）』（1914年に

は40巻）のようなコレクションも加わり、その

時代のもっとも著名な東洋研究者たちが、現在

まで再版を重ね、参考図書として利用されてい

るこうした出版物に貢献している。ギメはまた

1880年に、現在でも続いている『宗教史学報（Re－

vue・de　l・Histoire　des　Religions）』を創刊する。そ

して彼はまた、その時代の著名な専門家を招い

て無料の公開講座を定期的に催し、日本語教育

にも力を注いだ。

　1914年から始まった戦争は、ギメ美術館の活

動を縮小させる。しかし、戦争が始まる前にギ

メはすでに、時勢が変わりつつあることを察知

していた。古代の宗教は、次第に美術館の中で

居場所を失い、ついには消え、一方国家はエチ

エンヌ・エモニエ（Etienne　Aymonier）の使節

団が持ち帰ったクメール美術の傑作を、早々に

ギメ美術館へと移した。19世紀末から20世紀初

頭までの間に、シャルル・ヴァラ（Charles

Varat）が持ち帰った韓国の蒐集品、ジャック・

バコ（Jacques　Bacot）がもたらした、300以上

にのぼるチベット美術の品々、エドワール・

シャヴァンヌ（Edouard　Chavannes）やポール・

ペリオ（Paul　Pelliot）の中央アジアや中国での

発見物などは、次第に改革をもたらし、新しい
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方面、とりわけ中国学において特性を伸ばし、

美術館は少しずつアジアの巨大文明の歴史を中

心に扱うようになる。

　今日、とくに日本美術という観点から見て、

ギメ博物館は何を遺産として残し、何を継承し

ているだろうか。宗教とそれを描く美術作品に

捧げられた、何よりまず図像に関する最初の構

想から、ギメ博物館は確かに大きく進化してき

た。それは、考古学的発見の過程で、東洋全体

の美術へと対象を広げていったということであ

る。しかし同時に、ギメ美術館は、その創設者

の思想、資産を守り、それを引き継いでいる。

今日でもなお、ギメ美術館は単なる美術品の展

示場ではなく、東洋美術の研究や遺跡発掘を助

成することを目指しており、美術館の中で重要

な位置を占める図書館や、雑誌『アジア美術

（Arts　Asiatiques）』、またフランス極東学院

（Ecole　Frangaise　d’Extreme－Orient）や国立学術

研究センター（CNRS）、高等研究実習院（Ecole

Pratique　des　Hautes　Etudes）、コレージュ・ド・

フランス（College　de　France）、ソルボンヌ大学

（Universit6　de　la　Sorbonne）のいくつかの学科

などの多くの提携研究機関は、エミール・ギメ

という偉大な先駆者の活力から生まれたこうし

た分野が、今日もなお発展し続けるための場と

なっている。

　そして、このことは非常に重要なことである

が、エミール・ギメが優遇した図像学的、また

民族誌学的な性格をもったテーマは、特に彼の

最も重要な遺産である日本学という分野におい

て、確かに存続しているといえる。大学の学科

としての日本美術史は、最初に述べたような中

国やインドの美術史、考古学史などと比較する

と、今日まだそれほど重要視されていないが、

仏教史、思想史、写本の研究、仏教経典や図像

学的文献の研究は、19世紀末から絶えず発展し

ており、フランスにおける日本学を世界でも最

も重要なものとしているのである。

　エミール・ギメの重要な後継者として、ベル

ナール・フランクをあげられる。残念ながら最

近他界したが、その思想と仕事は、フランスだ

けでなく国外でも、現代の日本学者たちに大き

な影響を与え続けている。文学作品の翻訳、仏

教図や日本の思想についての著作や講演に加え、

その壮大な仕事の完成として、今日“パンテオ

ン・ブディック”（Panth60n　bouddhique）と呼

ばれる、ギメが持ち帰った仏像のコレクション

の一部を集めた、美術館の別館の有名な場所の

創設を発案したのは、ベルナール・フランクで

あった。

　もう少し後の時代、多くは江戸時代や明治時

代のものだが、これらの作品はベルナール・フ

ランクが発見するまで倉庫に追いやられていた

が、彼は数年間綿密な分類作業に専念した後、

それらを再びよみがえらせることを決意したの

だった。また、こうした入念な作業によって、

とりわけ、エミール・ギメにとって日本での美

術品蒐集のための一番の参考資料であった『仏

像図彙』の、根本的な役割を証明することになっ

た。この“パンテオン・ブディック”という新

しい展示室は1991年に開かれ、数々の展示品の

中でもとりわけ、エミール・ギメが1世紀前に

注文していた、東寺の立体曼奈羅のレプリカ、

そして1232年に制作され法隆寺金堂に保存され

ている、阿弥陀三尊に属する勢至菩薩像を見る

ことができるようになった。

D．ルイ・ゴンズと日本美術史

　エミール・ギメによって1世紀以上前にその

構i想を与えられた国立東洋美術館（Mus6e　Na－

tional　des　Arts　Asiatiques）は、世界の宗教を広

め、研究し、比較するという総合的な計画のも

とに生まれたものであった。こうした広く豊か

な視野において美術作品は、その美しさゆえに

鑑賞されていたとしても、まず何よりも宗教的

なテキストの挿絵のように認識されていた。ギ
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メの仕事は、日本学全体の発展にとって重要な

ものであり、今見てきたようにそのことはフラ

ンスにおいて、イコノグラフィーや古い文献の

研究に向けて、知識人たちの多くの才能を開花

させたが、日本美術史の研究には、必ずしも同

じような飛躍をもたらさなかった。

　しかしここで、ルイ・ゴンズという、歴史学

者であり美術愛好家、批評家である人物が、1883

年に『日本美術（L’art／aponais）』というタイ

トルの本を出版し、フランスを西洋において、

日本美術史研究の先駆者たらしめた。ジャポニ

ズムが開花した1870年から1910年の間に、欧米

では、約30冊ほど、日本美術史の分野に直接結

びつく重要な著作が出版された。その中でも、

とりわけ3つの著作が、日本に対するイメージ

の進化に転機をもたらしたようである。それは、

ルイ・ゴンズの『日本美術』、1900年の万博の

1年後に出版された『日本美術史（1’histoire　de

l’art　du　Japon）』（仏語訳はエマニュエル・トロ

ンコワによる）、そしてアメリカ人アーネスト・

フェノロサ（Emest　Fenollosa）が1912年に執筆

した『中国・日本美術の時代（Epochs　of　Chinese

and　Japanese　Art）』である。

　18世紀よりフランスでは、好奇心の強い人々

の間や貴族の家では、しばしばオランダやシャ

ムを通して運ばれる、貴重な日本の品々を集め

ることが習慣となっていた。マリー・アントワ

ネットの日本製漆器や、領主たちの家を飾る日

本や中国の陶器などは、周知の通りである。こ

ういった、日本の芸術作品を異国趣味や装飾の

目的に限定する風潮とは一線を画し、また19世

紀半ばから流行していた旅行記、あるいは民族

誌学的、文学的書物とは違い、ルイ・ゴンズの

著書は、蒐集家の先入観を反映しながらも、日

本の芸術作品を知らしめ研究させるための、真

の美術史であった。著名な美術商であり、1900

年のパリ万博の委員長であった林忠正という人

物の協力があったように、当時の日本とフラン

スの間の実り多い協力関係があったからこそ、

ゴンズの著書は多くの日本の文献を支えにする

ことができたわけだが、その原点は何よりも文

献ではなく作品そのものであったということは、

この著書の中に使われている、現代の20のコレ

クションに属する763の日本の作品の見事な複

製がはっきり現している。ちなみに、そのうち

3分の1は彼自身のコレクションのものであっ

た。周知の通り、日本の美術作品の美的価値へ

の評価は、この時代、知識ある美術品愛好家の

強力なサークル、ゴッホやモネ、ゾラといった

芸術家や作家、また、ジョルジュ・クレマンソー

といった実業家、政治家などによって共有され

ていた。こうして1883年、ゴンズは日本美術の

大きな回顧展を開き、開会の言葉として、その

場にいた著名な美術商であり、月刊誌『芸術的

日本（Le　Japon　Artistique）』の発行者であるジー

クフィールド・ビンク、銀行家であり芸術家の

パトロンであるイサック、ニッシム・ド・カモ

ンド（Isaac　et　Nissim　de　Camondo）、あるいは日

本美術の著名な批評家テオドール・デュレと

いった、数々のフランス人蒐集家に対する感謝

の意を表した。

　確かに、こうした絵に付随する解釈は、今日

批評の目にさらされるとしても、フランソワ・

ゴンズ氏が1997年に大叔父の偉業に捧げた論文

の中で強調しているように、解釈はそのコンテ

クストに戻してみなければならない。つまり、

アメリカ人アーネスト・フェノロサのように、

日本美術と大陸からの影響の結びつき、及び中

世時代の仏教美術作品における芸術的価値の重

要性を的確に指摘した人物とは違い、ゴンズは、

日本美術の“日本性”というものを評価し続け

た人物であった。フランス人に初めて緒方雪舟、

尾形光琳、北斎、河鍋暁斎の作品を紹介したゴ

ンズは、それらを何よりも「純粋な」日本美術

の例として描き、否定的に見られていた中国の

影響から解き放した。こうした日本美術の解釈
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に見られる民族主義的な傾向は、1871年ドイツ

との戦争に破れた直後の、弱体化したフランス

において、ゴンズが芸術家たちに、自分を取り

戻し、「フランス人として、フランスの芸術を

生み出す」よう励ましたという事から、理解す

ることも可能である。明治期の大きな変動のた

だ中にいる日本に敏感に反応し、またフランス

の状況と比較し、ゴンズは何よりもまず日本の

アイデンティティーを探し求めたのだろう。そ

ういった意味で、世界的な国際協調の中、自ら

の力を強固にしようとしていた日本人の目的に、

彼は完壁に合致していた訳である。

　ゴンズの仕事において、19世紀末のフランス

という背景に生まれた要素のひとつとして、ネ

オ・ゴシックの建築家として有名なヴィオレ・

ル・デュック（Viollet－le－Duc）によって推奨さ

れた機能主義の理論が挙げられる。パリ古文書

学校でヨーロッパ中世美術を学んでいた時に、

この理論を知ったゴンズは、形と装飾の完全な

一致を示す、日本とヨーロッパの例の比較を、

しばしば導入しようとした。

　イポリット・テーヌ（Hippolyte　Taine）のよ

うな歴史決定論の哲学者もまた、ゴンズの解釈

に大きく影響を及ぼしたと考えられる。彼によ

ると、フランスの封建社会が創造力に適した理

想的な環境を構成していたように、彼が著書の

中で挙げた日本の美術作品は、何よりも、調和

のとれた機能的な日本の社会の証なのである。

テーヌが宣言したように、全ての芸術的な創造

物は、歴史の流れから直接的に産み落とされた

ものとして、そこには描かれているのである。

　民族主義、機能主義、決定論といった思想が、

『日本美術』の著者であり、著名な蒐集家でも

あったゴンズにおそらく影響を与えたと考える

ことができるわけだが、20世紀に入るとこうし

た思想に対する異論が巻き起こる。1900年パリ

万博での日本帝国議会による『日本美術史』の

発行は、現在も使われている新しい歴史区分に

よって、それまでヨーロッパにおいて実際には

ほとんど知られていなかった日本美術の全貌を

初めてフランスの大衆に明かし、実際、日本文

化研究に関する最初の書物群にある問題提起を

引き起こすのである。日本の考古学的、仏教的

遺産の古さ、重要さを俄かに実感した知識人や

蒐集家たちは、徐々に江戸時代の作品から遠ざ

かり、もっと古い時代に関心を向け始め、20世

紀初頭から中国や中央アジアで始まった考古学

的、仏教的な遺跡発掘地の発見や科学的探検旅

行に、次第に情熱を傾けていった。いずれにせ

よ、ゴンズの著書は、単に西洋における最初の

日本美術史に関する書物のひとつであるだけで

なく、日本人にとっても、自分達の芸術的遺産

を認識し評価するための、重要なよりどころと

なったのである。

　ところで先にも触れたが、フランスでは、例

えばアメリカとは違って、その後の時代にそれ

ほど日本美術の研究が根付かなかったが、では

いったいそれはどのように説明できるだろうか。

確かに、浮世絵によって特にヨーロッパで高く

評価された日本美術との出会いから、フランス

人の芸術家たちは新しい芸術を生み出し、その

影響は現代のクリエーターたちの創造力をたえ

ず刺激し続けている。作家、美術批評家、思想

家や建築家たちもまた、数十年前から日本的な

芸術表現に対し、強い関心、あるいは情熱さえ

も見せている。

　しかし、アカデミーや大学の環境に関しては、

例えば過去1世紀の間に『アジア美術（Art・Asi－

atique　）』や『ギメ美術館年報（Les　Annales　du

M庇θGuimet）』に載せられた記事のタイトル

を検索すれば、この分野へ貢献が少ないことに

気付く。残念ながら最近他界した東洋言語学校

の古代美術史の教授、フランソワ・ベルテイエ

氏（Frangois　Berthier）のような例外を除けば、

ごく最近まで日本学者たちは他の分野に広く関

心を向けていた。ちなみにギメ美術館に勤務し
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ていた筆者も、日本美術史についての真の教育

を受けたいという強い願いから、5年前に来日

して東北大学で仏教絵画を研究した。

　この発表で何度も触れたように、東洋学者た

ちの豊かな伝統と、エミール・ギメが創設した

宗教美術館の重要性は、事実多くの学者にとっ

て、まず何より古い文献、思想、宗教の研究に

基づいた日本学の流れに属するものである。他

方、ギメ美術館は、ヨーロッパの他の美術館と

同様に、日本の古い時代の美術作品はそれほど

多くは所蔵していない。仏像に関しては特に、

美術館の日本部門は非常に美しい、古い時代の

作品を有しており、中には奈良時代にまで遡る

ものもあるが、大部分は19世紀の著名な蒐集家

や日本美術の愛好家のもたらした、主に浮世絵、

漆器、陶器など、彼らの寛大な寄付によるもの

である。そのため美術史家は一般に、江戸時代

の作品の研究に向かい、古い時代の美術の研究

はなおざりにされるのである。

　美術史研究という、言語の研究などと比べる

と非常にまだ若いこの分野は、日本でも西洋で

もこの数十年に大きな変化をとげている。フラ

ンスや一般にヨーロッパでは、それまでほとん

ど未知だった絵やオブジェの大量の流入による

日本美術の発見ののち、アビ・ヴァールブルク

（Aby　Warburg）、アーウイン・パノフスキー

（Erwin　Panofsky）、エルネスト・ゴンブリッチ

（Emest　Gombrich）、アンドレ・チャステル（An－

dr6・Chastel）、といった人物によって、「美術史」

というものが徐々に見直され、作品の質、内在

する意味の分析、そして作品の文化的背景全体

の理解が、文献研究と同じように重要となる「美

術史」の確立のために、新しい方法を提案し始

めたのである。

まとめ

　フランスにおける日本学の豊かさとダイナミ

ズム、そして、ひとつの分野として成り立つよ

うになった美術史という分野の躍進は、フラン

スに日本美術史家の新しい世代を生み出しつつ

ある。フランスの研究者の総合的精神と、日本

美術に触れた時に生じる彼らの好奇心は、日本

の研究者の厳格さ、緻密さと、今日見事に調和

するものである。19世紀末にギメが宗教博物館

を設立したとき、彼は貴重な協力者たちに恵ま

れていた。のちに東京芸術学校（現在東京芸術

大学）の今泉雄作、民法典を作成した3人の有

名な編者の一人、富井政章、1889年に東京帝国

博物館の館長であった九鬼隆一らである。同様

に、『日本美術史』の仏語訳者であるエマニュ

エル・トロンコワも、その日本文化に関する深

い知識は、日本での長期滞在、岡倉天心のもと

で知り合った同時代の日本の芸術家との出会い

に大きく負っている。そして、ルイ・ゴンズ、

エドモン・ド・ゴンクールもまた、林忠正の援

助と助言がなければ、今日ヨーロッパの美術館

に所蔵されている数々のコレクションを蒐集す

ることはできなかったであろうし、日本美術に

関する最初の書物も著せなかったであろう。確

かに、時代の流れの中で目的や方法論は進化す

るものである。日本はルイ・ゴンズの時代に、

西洋との接触によってその美術史を紡ぎ始め、

今日、東洋だけでなく西洋美術についての多く

の優れた出版物、シンポジウム、展示会が示す

ように、世界的にも先端に位置している。今日

こうした分野に貢献しようとする外国人にとっ

て、この仕事は大変困難ではあるが、文化や視

点を相互に補うことで、刺激的なアプローチを

保ち続けられることを信じている。

　また、時代が変わっても、こうした異文化の

出会いの果実は、常に予測不可能である。例え

ば、広重や北斎の浮世絵が19世紀末の数年間で
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世界の芸術に革命をもたらすと、誰が予想でき

たであろうか。さて、アンドレ・マルローが言

うところの『空想美術館』には、まだ空いてい

る空間がある。『富嶽三十六景』はヨーロッパ

人の目に親しいものであるが、平安時代の絵画

などはほとんど未知のままなのである。とりわ

け美術史のような分野の発展のためには、美術

作品や作者との直接的な接触、同時代の専門家

同士の国際的な出会いの場や協力関係は、何に

も増して重要なのである。

　お茶の水女子大学が今、「日本学」という分

野での国際交流を目指した研究センターを設立

するということは、したがって将来的に非常に

実り多いものとなり、この大学のこうした試み

は、美術史にとっても必然的なものだと考える

次第である。
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